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はじめに

　周知のとおり、去った 2010（平成 22）年
は「国民読書年」でした。本稿では、「国民
読書年プロジェクト in おきなわ実行委員会」
として取り組んだ事業について、主として本
実行委員会の立ち上げから開催に至る経緯に
ついてプロジェクトヒストリーをたどる形を
とりながらご報告いたします。なお、本来で
あれば、本稿は『沖縄県図書館協会誌』第
14 号にてご報告すべきところ、当該プロジェ
クトの開催が 2010 年 12 月であったため協会
誌第 14 号への掲載が叶わず、本誌第 15 号で
のご報告となりますことご了解ください。
　さて、本実行委員会の具体的なプロジェク
トヒストリーに入る前に、「国民読書年」が
定められた経緯から簡単に振り返ってみたい
と思います。
　「国民読書年」は、2008（平成 20）年 6 月
6 日の衆参両院本会議で「国民読書年に関す
る決議」が全会一致で採択されました。決議
は、文字・活字文化振興のために「政官民協
力のもとで、国をあげてあらゆる努力を重ね
ること」を宣言したものでした。その後、同
年 6月 16 日には、‘「国民読書年」国会決議
に関する報告集会’が、財団法人文字・活字
文化振興機構の主催のもと憲政記念館講堂で
開催されています。当集会には、当時の渡海
紀三朗文部科学大臣をはじめとする活字文化
議員連盟、図書議員連盟、子どもの未来を考
える議員連盟の各長列席のもと、次のような

アピールが報告集会の最後になされました。
　
　今回の決議は、ネット社会が広がる時代
だからこそ、国民一人ひとりの自主的な読
書活動が、日本の将来にとって極めて大切
であることを訴えており、私たちはこの立
法府の期待にしっかりと応えてまいりま
す。
　本報告集会における各界からのご提言・
ご意見を踏まえ、読書教育の拡充、新聞を
活用した教育活動支援、学校図書館・公共
図書館の充実、人材育成による読書推進の
基盤づくりなど、言語力向上に取り組むと
ともに、「国際子ども読書年に関する決議」
の採択を国連総会へ提唱し、内外に「読書
立国」をめざす日本の姿を強くアピールし
ます。（平成 20 年 6 月 16 日「国民読書年」
国会決議に関する報告集会でのアピール
の一部）

　
　この報告集会には、筆者も参加していまし
たが、「国際子ども読書年」へ向けて、また「読
書立国」として日本がアジアや世界のなかで
のイニシアチブを発揮していくのだという強
い思いが込められているようにも感じられま
した。「国民読書年」がゴールではなく、人
類の資産としての文字・活字文化を発展・継
承していくためにも国際的な視野から読書を
考えていく契機として考えられているようで
す。2000 年の「子ども読書年」から 2010 年
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の「国民読書年」へ引き継がれてきた国を挙
げての読書への想いが、2020 年にはどのよ
うに花開いていくのか期待をしつつも、それ
を支えていくのは‘子どもと本’や‘図書館’
に携わる私たち大人の使命にもなっているこ
とをあらためて考えさせられる報告集会でも
ありました。
　このように、「子どもの読書活動の推進に
関する法律」〔2001（平成 13）年〕や「文字・
活字文化振興法」〔2005（平成 17）年〕の制
定とともに、具体的な施策の一つとして「国
民読書年」が決議されその展開が図られたこ
とは、大きな意義があったといえるでしょう。

実行委員会の立ち上げ

　2009 年末頃「国民読書年」を迎えるにあ
たり、全国各地で読書に係わるイベントを開
催しようという機運がありました。沖縄県内
においても学校図書館司書の方々より、有志
で協力して何かできないかという話があった
ことが本プロジェクトのそもそもの契機と仄
聞しています。筆者も沖縄国際大学の山口先
生にお声がけいただき有志メンバーに加えて
いただく機会を与えていただきました。
　2010 年 2 月 27 日、第 1回のプロジェクト
会議が、恩納村立仲泊小中学校図書室に於い
て 11 名の有志が集い開催されました。第 1
回会議では、主にプロジェクトの目的と内容
について話し合われました。
　プロジェクトの目的については、以下の 3
点を挙げそれらに向けプロジェクトを推進す
ることとなりました。
【プロジェクトの目的】
※第 1回会議で提案された目的をもとに、第 2回

会議で一部修正がなされたものを記載。

1）　「国民読書年」に関わるイベントを沖

縄県内各地で開催することで、読書の
意義を県民に広く伝える。

2）　読書に関連する県内の関係者が一同に
集う・つながる機会を設け、今後の沖
縄県の読書活動の在り方をともに考え
るきっかけとする。

3）　図書館司書がこれまでに蓄積してきた
ノウハウをベースとして、地域文庫や
書店、大学教育機関など、様々な団体
との協力を得てイベントを実施するこ
とで、司書の重要性・専門性を広くア
ピールする。

　また、プロジェクトの内容については、う
るま市でかつて 3 ヵ年に亘って開催された
ブックフェアの取り組みをベースにしながら
検討することとなりました。プロジェクト
開催時期についても、12 月の土曜日または
日曜日での開催をめざす方向で活動すること
が確認されました。まさに手弁当で集った有
志メンバーではありましたが、当時の会議で
振る舞われたお茶菓子の数々もさることなが
ら、プロジェクト内容の検討においてもそれ
に劣らず豊富なプログラムが提案され充実し
た第 1回の会議となりました。また、この会
議においてプロジェクトの名称についても検
討がなされ、当初「沖縄県国民読書年プロジェ
クト」と称しておりましたが、のちの第 3回
会議において名称冒頭に「沖縄県」を付すと
県主催のものと誤認されるとの指摘を踏まえ
「国民読書年プロジェクト in おきなわ」と名
称を変更しています。
　このようにプロジェクトの大枠が、第 1回
会議のなかだけでも具体化できたことは、特
筆すべきことではなかったかと思います。こ
れまで沖縄の各図書館で取り組まれてきた多
様な実践の蓄積があったからこそ、実りある
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第 1回の会議となり、プロジェクトの第一歩
を踏み出すことができたのではないかと思い
ます。
　蛇足になりますが、第 1回会議当日未明に
は、沖縄本島近海で発生した地震により緊急
地震速報が流れ、沖縄県糸満市で震度 5弱を
観測し、津波警報も発表されるなど、筆者と
しては強く印象に残るプロジェクト実行委員
会立ち上げの一日となりました。

第 2回プロジェクト会議の開催

　2010 年 5 月 22 日、第 2回プロジェクト会
議が第 1回と同じく仲泊小中学校にて開催さ
れました。新メンバーも加わり当日の参加者
14 名での開催となりました。
　審議事項は、①イベントの実施方法、②各
種団体への後援・共催の依頼、③イベントの
内容と担当者、の 3点について検討がなされ
ました。
　①については、予定として‘うるま市シビッ
クホール’、‘那覇市立真嘉比小学校’、の 2
会場での開催をめざすことで進めていくこと
となりました。それに伴い、②の依頼につい
てもプロジェクト実行委員が分担し、各関係
諸機関への後援・共催の依頼を行っていくこ
とが確認されました。それに伴い、「開催趣
意書」の早急な作成が求められることとなり
ました。③についても、具体的に 9つの企画
内容が選定されるとともに担当者を確定し、
あわせて広報についても、実行委員の大谷氏
によりブログ（図１参照）などを活用して情
報発信していくことが確認されました。
　第 2回会議では、プロジェクト全体の内容
がより具体化してきたことにより、各企画グ
ループ内での詳細な企画内容の検討の段階へ
さらに進展することのできた会議となりまし

た。

第 3回プロジェクト会議の開催

　2010 年 7 月 31 日、第 3回プロジェクト会
議が前回に引き続き仲泊小中学校にて開催さ
れました。イベント開催日程をうるま市開催
12 月 5 日、那覇市開催 12 月 19 日のいずれ
も日曜日 9時から 16 時として具体化したの
もこの会議においてでした。この会議におけ
る主な審議事項は、①ブックフェアの実施方
法、②イベントのタイムスケジュール及び担
当者・責任者の確認にありました。
　①については、沖縄県書店組合からの協力
を得るべく関係各位への交渉を行うこととし
ました。②については、各企画イベントにつ
いての開催時間帯の検討がなされ、当日のプ
ログラムとして組み上げていくことができま
した。また、本会議において開催趣意書（資
料１、２参照）についても確認がなされまし
た。イベントへ向けての本格的な準備がはじ
まる時期となりました。

<http://okinawadokusyo.wordpress.com/>（2011 年 9月 29日採取）．

図１　「よむ・そだつ・つながるブックフェア」ウェブサイト
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資料１　開催趣意書（表）

資料 2　開催趣意書（裏）
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第 4回プロジェクト会議の開催

　2010 年 9 月 4 日、台風 9 号が接近するな
か第 4回会議が最初のイベント会場として予
定されている「うるま市シビックセンター研
修室C」にて会場の下見も兼ねて開催されま
した。
　各企画イベントの詳細が固まりつつあるな
か、実際の会場での会議は、イベント当日へ
の期待が高まる一方、まだ先のことと思われ
ていたイベントが目前に迫ってきたことを実
感することのできる機会となりました。「科
学ショー＆調べ学習」企画を担当していた筆
者としては、焦りも感じることとなりました。
第 4回会議では、ブックフェアに関わり沖縄
県書店組合・球陽堂書店常務の上野武和氏と
東販沖縄サービスセンター所長の太田耕造氏
とで打ち合わせた内容をふまえての報告がな
されました。うるま市では、うるま市教育委
員会よりうるま市の書店に交渉すること、那
覇市では球陽堂書店と東販に依頼することで
確認がなされました。ブックフェアについて
は、企業としての利益も求められるところが
あるなか、プロジェクト実行委員の國吉先生、
山口先生の尽力により、球陽堂書店の上野氏
と東販の太田氏からも色よい回答が得られた
ことは、本プロジェクトの成否にもかかわる

重要なことであっただけに大きく弾みのつく
出来事でもありました。

第 5回プロジェクト会議の開催

　うるま市での第１回イベント開催まで１ヶ
月となった 2010 年 11 月 5 日、那覇市開催会
場として予定されている那覇市立真嘉比小学
校にて、実質の最終会議が催されました。

　イベント当日の各実行委員の動きを確認す
るとともに、広報の方法についても、ポスター
やリーフレットの作成、マスコミ各社へのア
プローチなどを行い積極的に広報活動を展開
していくことが提案されました。
　うるま市、那覇市での広報ポスター（資料
３、４、５参照）については、野里氏をはじ
めとする那覇市の実行委員のみなさまによ
り、当日の多彩な企画イベントが映えるポス
ターが作成されました。
　また、‘学校図書館’や‘学校司書’のこ
とを来場される多くの方々に知ってもらうた
めに、入場者に配布するリーフレット（資料
６、７参照）が実行委員の山口先生により作
成されました。リーフレット内には実行委員
の喜納氏により、かわいいイラストも描かれ
ています。
　各関係機関からの後援・共催・協力の了解

写真１　うるま市シビックセンターでの会議風景

写真２　那覇市立真嘉比小学校での会場確認風景
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も得られ、いよいよ第一弾となるうるま市で
の開催当日へ向けて実行委員の期待が大きく
高まりつつある時期でもありました。次に実
行委員全員が集合するのは、開催前日の会場
設営等の準備となることを確認し散会となり
ました。

プロジェクトの開催

　ここに記したプロジェクト会議のみなら
ず、実行委員や関係各位のご協力により、会
議以外での各企画イベントの打ち合わせなど
も多岐に亘り行われてきました。「国民読書
年プロジェクト in おきなわ－よむ・そだつ・
つながるブックフェア－」は、このような多
くのみなさまのご理解とご協力により 2010
年 12 月 5 日（うるま市シビックセンター会
場）、及び、12 月 19 日（那覇市立真嘉比小

学校会場）に盛大に開催することができまし
た。いずれの会場においても好天に恵まれ、
来場者は各会場ともおよそ 300 名と多くの子
どもたちやその保護者の方々、地域のみなさ
まにお越しいただきました。
　プロジェクト当日の様子については、うる
ま市開催は具志堅氏より、那覇市開催は野里
氏より別稿にて掲載されますので、そちらに
譲ることとし拙稿では割愛いたします。

成果と課題

　本プロジェクトの成果の一つとして、本（読
書）を通してあらゆる人々が集い、交流が生
まれ、あらためて本（読書）について振り返
ることのできる場が提供できたのではないか
と考えます。最近では‘ソーシャルリーディ
ング’という言葉がにぎわっていますが、い
わゆる‘読書体験の共有’というものを具現

資料３　うるま市開催の広報ポスター

資料４　那覇市開催の広報ポスター（その１）

資料 5　那覇市開催の広報ポスター（その 2）
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資料６　リーフレット（表）

資料７　リーフレット（裏）
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化したプロジェクトとなったのではないで
しょうか。
　課題としては、今回のプロジェクトについ
ては、複数会場での開催を望む来場者からの
声に応えきれなかったということがあげられ
るかもしれません。しかしながら、今回のプ
ロジェクトが「核」となり、そこから線・面
へと読書や学校図書館、公共図書館への理解
の拡大・深化へ結び付けられる礎となってい
く可能性をひらくことができたのではないで
しょうか。「国民読書年」に限らず、継続的
な読書の営みに資するプロジェクトのあり方
について、多くの方々と共に考える手がかり
としてこの課題が生かされれば幸いと考えま
す。
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